
宣 言 日 令和　　3年　　10月　　22日

住 所 さいたま市岩槻区浮谷1000番地

県内企業等の名称 株式会社テクニカルセンター

代表者役職 氏名 代表取締役社長　野島正美

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

＜2030年に向けた指標＞

①22時間／月　②12日／年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①33時間／月　②8日／年

現在の手作業で行っている製作工程を出
来るだけ機械化し、超過労働時間の短縮
と、年次有給休暇取得率の向上を目指す。

（現状値）2020年度の数値
①時間外労働時間　44時間／月

②年次有給休暇取得日数　5.5日／年

現在技術職における女性の雇用率は9％
と非常に低く2030年に向けて積極的に

女性新卒者の雇用を増やす。

（技術者現状人数）2020年度の人数
男性20名　女性2名

＜2030年に向けた指標＞

女性技術職の雇用率を　20％まで上げる

＜取組開始３年後に向けた指標＞

女性技術職の雇用率を　15％まで上げる

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

産業廃棄物の削減：50％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

産業廃棄物の削減：10％

デジタルデンティストリーの推進による実
工程作業からバーチャル工程作業による
変化で産業廃棄物の削減を図る。

（現状値）2020年度の数値
産業廃棄物　40㎥

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営基本方針『1.我が社は、医療の本質に関わる事業であると深く認識し、常に良質な歯科技
工の提供をする努力をし、国民の福利に貢献します。』『1.我が社は社員の生活の経済拠点として、生活
基盤を向上させる事を使命とします。』『1.我が社は、いかなる医療行政または経済変動の下にあって
も、変わりなく存続し、繁栄し続けます。』はSDGｓの取り組みと重なる内容であり、社員が経営基本方
針の意味を深く理解し業務に取り組む事でSDGｓの達成に貢献していきます。

株式会社テクニカルセンター

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


